


　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

サイル攻撃をはるか手前
で追跡、抑止できる。米
国を守る防衛戦略に効果
的で、前線基地として必
要だといっているのです。　
　次にトランプ大統領は
イランへの経済制裁を強めるなか、戦争も辞さ
ない勢いで有志連合に参加するよう日本に迫っ
て来ています。アメリカ追従を深める安倍政権
の判断が誤らないか、危機は増大しています。
　ここで日本国憲法の第九条「戦争の放棄」に
関わったといわれる幣原首相から聞き取った
「平野文書」から心に留めたい一節を紹介しま
す。米国との関係から将来日本がどう進めば良
いかその方向が見えてきます。幣原首相は語っ
ています。

を期待する以外ないと語る。つづけて

とし、

幣原首相とマッカーサーは戦争放棄について
語り合い、いまの平和日本の礎をつくったと考
えられます。７３年前の敗戦を機に、自国のこ
とのみでなく世界平和に貢献する日本の未来を
第九条に託したことがわかります。米国へ隷従
することなく、イランとの友好を続けさせるこ
とを考えましょう。

出典：「平野文書」を扱った『マッカーサーと幣原総理』大越哲仁　大学教育出版
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戦没画学生の遺作を展示している無言館(長野県上田市)から
今年も「無言館日誌」が送られてきた。この一年に無言館を訪
れた方々の感想文集である。無言館には、母の兄  戸辺 保が描
いた自画像を収納して頂いている。保は美校で学ぶこともなく
野田醤油へ勤めながら絵を描いた。昭和17年応召、北満へ。そ
の後乗った船が轟沈、帰らぬ人となった。
無言館日誌に記された感想文から

・

等々・・・
もう描かなくなった96才の母を連れては無理だけれど、体が
動くうちに無言館を再訪したいと思っている。　　 自画像 戸部 保
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